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研究会報告
のような巾依存性が分かった｡とくに､CA模型で
は面積の期待値(LxL,)だ(2L/(bl+b2))2∝L4/3
が予想される｡
これらの指数も数値計算の結果を解析すると折
れ畳み数については0.39土 0.05､面積については
1.30士0.07となって､よく一致している【8】｡
5 結姐及び議論
以上から､CA模型については完全平坦相､完全
折り畳み相に加えて連続折り畳み転移相という､3
つの相が存在することが分かった(図5)｡とくに､
連続折り畳み相はAbrahamとKardarによる分子
動力学計井での結果と一致した｡
図5:CA模型における相図
また､パラメーターU-0についてはいくつかの
熱力学量が厳密に【8】､またf6-0､についてはエン
トロピー の表示が求められている【12】｡
CP模型については熱力学的考察と平均場近似に
より三体以上の相互作用ポテンシャルの導入が必要
な事が畿輸されている【8】｡
また､最近は三次元的な折り畳みの研究も始まっ
ている｡
以上で理論的研究を中心に述べて来たが､実験的
研究【10日111については最近､連続折り畳み転移
の是非等について鵜 されている｡
共同研究者の守博士､そして和達教授はじめ研究
室諸氏の有形無形の協力に感謝します二
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